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Analysis #1 : 557社の創業年分析＋2030年に向けた開業予測

（単位：社）

Predicted openings in the 
next 5 years

2029年までの開業予測

Openings in the years 
2020-2024

2020-2024年の開業実績

1/16
資料作成 250404/fk

きた産業「ワイナリーリストed.17」から作成

 情報抽出元︓きた産業「ワイナリーリストed.17」（公開⽇2025年4⽉7⽇）
 調査対象︓リスト掲載の591のうち、「研究所、学校、⼤⼿本社など=11」、「ぶどう以外のワイナリー=18」、「果実酒免許を持つが充填専⾨の⼯場=5」を差し引いた「ブドウのワイナリー=557」についての分析
 「557」には、「醸造設備を持たないが⾃園のブドウを委託醸造して⾃社銘柄を持つ=13」、「2024年末時点で開業していないが2025年開業を広く公表している=6｝を含む
 開業予測︓様々な要素を勘案した筆者の個⼈的な予測

日本のワイナリー557社（2024年12月末時点）の「創業年」や「地域分布」



Analysis #2 : 557社の地域分布と、地域ごとの創業年

（単位：社）

2
資料作成 250404/fk

日本のワイナリー557社（2024年12月末時点）の「創業年」や「地域分布」

 情報抽出元︓きた産業「ワイナリーリストed.17」（公開⽇2025年4⽉7⽇）
 調査対象︓リスト掲載の591のうち、「研究所、学校、⼤⼿本社など=11」、「ぶどう以外のワイナリー=18」、「果実酒免許を持つが充填専⾨の⼯場=5」を差し引いた「ブドウのワイナリー=557」についての分析
 「557」には、「醸造設備を持たないが⾃園のブドウを委託醸造して⾃社銘柄を持つ=13」、「2024年末時点で開業していないが2025年開業を広く公表している=6｝を含む
 開業予測︓様々な要素を勘案した筆者の個⼈的な予測

きた産業「ワイナリーリストed.17」から作成
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1999年以前創業, 
142社, 25%

2000-2009年創業, 

48社, 9%

2010-2019年創業, 

178社, 32%

2020-2024年創業, 

189社, 34%

Analysis #3 : 557社の創業年分析、その2
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Analysis #4 : 当社集計による、「ブドウ」のワイナリーの数の推移

（単位：社）

3
資料作成 250414/fk

日本のワイナリー 2003年168社(ed.1)
→ 2024年 557社(ed.17)の推移

うち、「ブド
ウ」のワイン

リスト掲載
の総数

集計時点
（年⽉）

1681772003.8ed.1

1681782003.9ed.2

1681802004.1ed.3

1631762004.4ed.4

1661802004.7ed.5

1741892005.11ed.6

1902032008.4ed.7

2062202011.12ed.8

2192352012.12ed.9

2272532014.3ed.10

2342592015.4ed.11

2642892016.7ed.12

2833092017.4ed.13

3413682019.6ed.14 rev.1

3784072020.8ed.15

4294552022.8ed.16

5575912024.12ed.17

※1 「醸造設備を持つブドウのワイナリー」のほか、「醸造設備は持たないが⾃園のブドウを委託醸造して⾃社銘柄を持つワイナリー」を含む。ブドウで
はない「フルーツワイン」は含まない。
※2 複数の品⽬を製造している場合、製造数量が最も多い酒類が果実酒のもの。シードルやフルーツワインなどを含む。⽢未果実酒は含まない。
たぶん休業中の業者数もカウントされる。年度表⽰＝「当年4⽉から翌年3⽉まで」。資料作成時点で2024（令和6）年度は未発表。

棒グラフ：当社集計による、「ブドウ」のワイナリーの数※1

折れ線グラフ：国税庁統計の「果実酒免許・製造場数」※2
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2016-2020（5年間）＋今後5年の予測

Establishment year analysis #1 378社の創業年分析・その1

←山梨県95社(+13)

←長野県54社(+20)

←山形県16社(+4)

←北海道49社(+13)

←東北35社(+18)

←関東・新潟44社(+14)

←東海・中部・北陸19社(+8)

←近畿17社(+3)

←中国・四国31社(+16)

←九州・沖縄18社(+5)

Establishment year analysis #2  378社の創業年分析・その2

↑全国378社
(+114)

（単位：社）

Predicted openings in the 
next 5 years

2025年までの開業予測

Openings in the years 
2016-2020

2016-2020年の開業実績

4
資料作成 200901/fk

Openings before 1999
1999年以前の開業

Openings after 2000
2000年以降の開業

日本のワイナリー378社（2020年時点）の「創業年」や「地域分布」

 情報抽出元：きた産業「ワイナリーリストed.15」（公開日2020年8月25日）、ed.15から三重県のワイナリーを近畿→東海・中部・北陸へ移動
 調査対象：リスト掲載の407のうち、研究所、学校、大手本社など10、ぶどう以外のワイナリー19、を引いた378のワイナリー（醸造設備を持たないが委託醸造で自社銘柄を持つワインぶどう園を含む）についての分析
 開業予測：様々な要素を勘案した筆者の個人的な予測

きた産業「ワイナリーリストed.15」から作成

（単位：社）（+は2015年比の増数）
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（単位：社）

←山梨県82社

←長野県34社

←山形県12社

←北海道36社

←東北17社

←関東・新潟30社

←東海・中部・北陸11社

←近畿14社

←中国・四国15社

←九州・沖縄13社

Establishment year analysis #2  264社の創業年分析・その2

Openings after 2000
2000年以降の開業

Openings before 1999
1999年以前の開業

115

149
全国264社→
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2010-15（6年間）＋今後4年の予測

Establishment year analysis #1  264社の創業年分析・その1

（単位：社）

Predicted openings in the 
rest of this decade

2019年までの開業予測

Openings in the years 
2010-2015

2010-2015年の開業実績

日本のワイナリー264社（2015年時点）の「創業年」や「地域分布」

5 情報抽出元：きた産業「ワイナリーリストed.12」（公開日2016年7月1日）
 調査対象：リスト掲載の289のうち、研究所、学校、大手本社など10、ぶどう以外のワイナリー15、を引いた264のワイナリー（3つの醸造設備を持たないが委託醸造で自社銘柄を持つワインぶどう園を含む）についての分析
 開業予測：様々な要素を勘案した筆者の個人的な予測 資料作成 160704/tk

きた産業「ワイナリーリストed.12」から作成
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（単位：社）

←山梨県79社

←長野県27社

←山形県12社

←北海道29社

←東北12社

←関東・新潟25社

←東海・中部・北陸10社

←近畿14社

←中国・四国14社

←九州・沖縄12社

Establishment year analysis #2  234社の創業年分析・その2

85

149全国234社→
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Establishment year analysis #1  234社の創業年分析・その1

（単位：社）

Predicted openings in the 
rest of this decade

2019年までの開業予測

Openings in the years 
2010-2014

2010-2014年の開業実績

日本のワイナリー234社（2014年時点）の「創業年」や「地域分布」

6 情報抽出元：きた産業「ワイナリーリストed.11」（公開日2015年4月15日）
 調査対象：リスト掲載の259のうち、研究所、学校、大手本社など10、ぶどう以外のワイナリー15、を引いた234のワイナリー（4つの醸造設備を持たないが委託醸造で自社銘柄を持つワインぶどう園を含む）についての分析
 開業予測：様々な要素を勘案した筆者の個人的な予測 資料作成 160704/tk

きた産業「ワイナリーリストed.11」から作成
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日本のワイナリー264社（2015年時点）の「自社栽培・契約栽培のブドウ品種」

 情報抽出元：きた産業「ワイナリーリストed.12」（公開日2016年7月1日）
 調査対象：リスト掲載の289のうち、研究所、学校、大手本社など10、ぶどう以外のワイナリー15、を引いた264のワイナリー（3つの醸造設備を持たないが委託醸造で自社銘柄を持つワインぶどう園を含む）についての分析

（単位：社）

（単位：社）

赤 白

赤 白

7
資料作成 160704/tk
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 情報抽出元：きた産業「ワイナリーリストed.11」（公開日2015年4月15日）
 調査対象：リスト掲載の259のうち、研究所、学校、大手本社など10、ぶどう以外のワイナリー15、を引いた234のワイナリー（4つの醸造設備を持たないが委託醸造で自社銘柄を持つワインぶどう園を含む）についての分析
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（単位：社）

（単位：社）

赤 白

赤 白

日本のワイナリー234社（2015年時点）の「自社栽培・契約栽培のブドウ品種」

8
資料作成 160704/tk



長野, 3,813 

山梨, 3,616 

島根, 264 

山形, 203 
大分, 107 大阪, 105 石川, 51 

ワイン醸造に使用した生食用ブドウ品種の県別収量

北海道, 1,678 

長野, 1,632 

山形, 652 

山梨, 345 

兵庫, 287 

岩手, 241 

新潟, 233 
福島, 77 

秋田, 57 
石川, 53 広島, 32 

大阪, 27 

ワイン醸造に使用した加工専用ブドウ品種の県別収量

国内産ブドウのワイン向け使用量、その県別収量（2012年収穫分）

5,681.3トン 8,386.4トン

 資料出所：農林水産省「特産果樹生産動態等調査」の「平成24（2012）年」版と「平成23（2011）年」版 （結果公表は2年以上の時差があり、平成25（2013）年特産果樹生産動態等調査の公表予定は平成28（2016）年1月。）
 作成方法：「加工専用品種別の加工向け利用状況」と「生食用品種別（加工兼用品種含む）の加工向け利用状況」の「醸造用」を抽出して作成
 調査対象：「果樹生産出荷統計」（統計部）において出荷量のおおむね8割を占めるまでの上位都道府県及び「果樹共済事業」又は「果実需給安定対策事業」を実施する都道府県を対象とし、各都道府県内で50アール以上栽培されている

「ぶどう用途別仕向け実績（栽培面積、収穫量、用途別仕向量（生食向け及び加工向け（缶詰用、醸造用及び果汁用））」。収穫量、出荷量は2012年産。

農林水産省「特産果樹生産動態等調査」から作成

（単位：トン）
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ワイン醸造に使用された国内産ブドウ、その品種別収量（2011・12年収穫分）

加工専用ブドウ品種でワイン醸造用に使用した量
（上位60品種）

生食用ブドウ品種でワイン醸造用に使用した量
（上位12品種・統計に現れるのは12品種）

（単位：トン）

（単位：トン）

農林水産省「特産果樹生産動態等調査」から作成

棒グラフの上の数字は2012年分のみ表示 縦軸スケールはあわせている ★印は生食用ブドウ品種（ワイン醸造に使用した量）
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（単位：トン）

主要4県における、ワイン醸造に使用された県産ブドウの品種別収量（2011・12年収穫分）
農林水産省「特産果樹生産動態等調査」から作成

(end of report 2015.04.28 /tk)棒グラフの上の数字は2012年分のみ表示 縦軸スケールは上表2県と下表2県で異なる ★印は生食用ブドウ品種（ワイン醸造に使用した量）
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